になす つたので すか」 

と ミミ は 悲しい 声で 叫びました。 けれども、 湖の ま 

わりの 睡蓮 はスッ カリ 花 を 閉じて しまって、 一つ も 返 

事 をし ませんで した。 お 月 様 も それから 夜の 明ける ま 

で 雲の 中に 隠れた まんまで した。 

「ァ ラ、 ミミち やん。 こんな 処で 花の 鎖 を 作って てよ。 

まあ、 奇麗な こと。 そんなに 長く して 何に なさる の」 

と、 大勢のお 友達が ミミの まわりに 集まって 尋ね ま 

ひ i. こ。 

ミ ミは 夜の 明けぬ うちから 花の 鎖 を 作り 初めていた 

のです が、 こう 尋ねられ ますと 淋しく 笑いました。 



ォ. K なく ミミよ 

「ちち は ならない ァァ かねつく り …… あに も 

ならない ァァ かねつく り …… ミミ を のこして 

ァァ みずの そこ 

「ミミよ なけな け ェェ みずうみが …… ミミの 

なみだで ェェ すむならば …… かね も なるやら 

ェェ しれぬ もの」 

湖の 女王 様 は 金剛石の 寝椅子の 上に 横にな つて、 ル 

おか 

ルの歌 をき いて おられました。 そうして、 ルルが 陸に 

残した ミ ミ のこと を 悲しんで 歌って いる こと を 知られ 

ますと、 湖の 女王 様 は 思わず 独り言 を 云われました。 



「海月よ。 お前 は 絶えず 光りながら、 この 兄妹 を 水 

の 上まで 送り届けよ。 そうして、 悪い 魚が 近付かない 

ように 毒の 針 を 用意して 行けよ」 

海月 は 黙って 浮き 上りました。 

みず も うしろ 

咲き揃った 水 藻の 花 は 二人の 足 もと を 後 へ 後へ と 

なびいて ゆきました。 御殿の 屋根 は 薔薇色に、 または 

真珠色に 輝きながら、 水の 底の 方へ 小さく 小さくな つ 

て ゆきました。 宝石 を ちりばめ たような 海月の 足の 下 

へ …… 。 

「ネ ェ、 ルル 兄 さま！」 

「ナァ 二 ミミ I 



艇け 降りました。 

「ああ …… 夢ではなかった。 夢ではなかった。 お 兄 様 

はほんと うに 湖の 底に 待つ てい らっしゃる。 

わたし 

妾が 来る の を 待って いらっしゃる。 

ああ、 嬉しい。 ああ、 嬉しい。 妾 はもう ほんとうに 

お 兄 様に 会えます。 そうして、 もう 二度と 再び 離れる 

ような こと はない のです。 ああ、 うれしい …… 」 

こう 云う うちに、 ミミ は 最前の 花の 鎖のと ころまで 

艇け もどって 来ました。 その 花の 鎖の 端 を 両手で しつ 

かりと 握って、 静かに 湖の 底へ 沈んで ゆきました。 I 

I 空の まん 中に かかった お 月 様 を あおぎながら …… 。 



端 を 見つけました。 その 一方の 端 はずつ と 湖の 底 深く 

沈んで いるよう です。 

「あら、 これ は あたした ちが ミミ ちゃんに 摘んで あげ 

た 花よ。 ミミ ちゃんが 花の 鎖に つかまって お兄さんに 

会いに ゆく つて 云った から、 あたした ち は 大勢で 加勢 

して 上げた のよ」 

と 二三 人の 女の子が 云いました。 

村の 人々 は 皆な 泣きました。 泣きながら 花の 鎖 を 引 

き はじめました。 

お 月 様が だんだん 西に 傾いて ゆきました。 それと 一 

所に 湖の 水が すこしずつ 澄んで 来る ように 見えました _ 
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